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体
療
医
急
救
の
県
阜
岐
て
つ
か

の
積
面
。
た
い
て
れ
わ
い

82

を
％

、）
位
２
国
全
（
め
占
が
地
間
山
中

因
要
が
在
偏
の
師
医
と
足
不
師
医　

Ｅ
Ｇ
ら
か
前
ど
ほ
年
５
で
こ
そ

モ
ト
プ
セ
ン
コ
う
い
と
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｍ

。
た
き
て
し
験
実
し
唱
提
を
ル
デ

報
情
の
様
者
患
で
間
の
院
病
急
救

救
、
し
有
共
に
常
を
報
情
の
ど
な

に
員
隊
急
救
、
は
で
場
現
害
災
急

を
報
情
で
法
方
い
な
け
か
を
担
負

　

情
の
国
が
わ

は
術
技
信
通
報

の
そ
、
が
る
あ
に
準
水
高
最
界
世

い
て
れ
き
し
か
生
に
分
十
を
力
能

医
は
に
野
分
療
医
、
方
一
。
い
な

医
な
的
国
全
て
し
と
景
背
を
化
齢

国
、
疎
過
療
医
の
方
地
、
足
不
師

の
く
多
、
ど
な
大
増
の
費
療
医
民

。
る
い
て
し
積
山
が
題
課

　

中
田

　

は
と
Ｒ
Ｈ
Ｅ

E
l
e
c
t
r
o
-

n
i
c
 
H
e
a
l
t
h
 
R
e
c
o
r
d

、
で
略
の

の
報
情
療
医
康
健
る
た
わ
に
涯
生

を
療
医
。
る
す
味
意
を
録
記
子
電

た
る
す
決
解
を
題
問
諸
く
巻
り
取

、
め
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が
国
各
界
世
り
入
に
紀
世

家
国
た
き
て
し
進
推
に
時
同
ぼ
ほ

ひ
人
一
民
国
。
だ
策
政
Ｔ
Ｉ
療
医

報
情
療
医
・
康
健
の
ら
自
が
り
と

管
・
防
予
病
疾
や
理
管
康
健
、
し

盤
基
報
情
の
め
た
る
す
用
活
に
理

あ
で
の
も
る
す
築
構
で
Ｔ
Ｉ
を

。
る　

に
足
不
師
医
な
的
対
絶
は
本
日

齢
高
超
、
壊
崩
の
療
医
域
地
る
よ

欧
が
大
増
の
患
疾
性
慢
る
よ
に
化

費
療
医
。
る
あ
で
刻
深
に
上
以
米

加
増
は
訟
訴
療
医
、
れ
さ
制
抑
が

　

高
、
月
５
年
昨
、
中
た
し
う
こ

で
）
部
本
略
戦
Ｔ
Ｉ
（
部
本
進
推

」
略
戦
術
技
信
通
報
情
な
た
新
「

き
大
が
野
分
療
医
、
れ
さ
定
策
が

の
身
自
分
自
も
で
こ
ど
国
全
、
は

こ
は
Ｒ
Ｈ
Ｅ
版
本
日
。
る
い
て
し

た
く
い
て
し
決
解
を
題
問
の
ら
れ

合
統
域
地
や
性
続
継
涯
生
、
に
め

の
も
た
え
備
を
性
盤
基
活
生
、
性

。
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
で　

組
り
取
の
状
現
の
氏
各
、
ず
ま

。
い
た
き
だ
た
い
介
紹
ご
を
み　

田
富

　

で
康
健
、
は
会
業
工
当

算
予
の
省
各
た
し
と
心
中
を
省
務

情
療
医
急
救
の
準
水
高
最
界
世
で

プ
る
す
築
構
を
ム
テ
ス
シ
携
連
報

医
急
救
、
で
と
こ
る
す
用
利
に
適

で
県
阜
岐
を
と
こ
る
す
生
再
が
療

ロ
の
療
医
急
救
の
本
日
、
し
証
実

。
る
い
て
し　

は
ラ
フ
ン
イ
の
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｇ

情
療
医
で
ん
結
を
車
急
救
や
院
病

院
病
た
し
と
め
じ
は
を
療
医
急
救

、
り
あ
で
携
連
療
医
域
地
、
携
連

め
読
か
し
員
隊
急
救
、
師
医
で
の

セ
ど
な
る
す
化
号
暗
に
う
よ
い
な

。
る
い
て　

Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
が
人
０
０
５
５

者
有
保
の
％
６
・
３
、
し
有
保
を

は
で
科
外
経
神
脳。
た
れ
さ

11

、
％る

す
達
に
％
６
は
で
科
内
器
環
循

管
に
的
子
電
を
報
情
療
医
・
康
健

Ｙ
Ｍ
も
で
こ
ど
「る
き
で
用
活
・
理

１
０
２、
れ
ら
げ
掲
が
想
構」
院
病

。
る
い
て
し
指
目
を
と
こ
る
す
現　

の
部
本
同
、
も
て
し
と
省
務
総

と
る
い
て
し
討
検
を
策
施
な
様
多

、
は
用
活
の
Ｔ
Ｃ
Ｉ。
る
あ
で
ろ
こ

情
な
滑
円
の
者
係
関
・
関
機
療
医

医
な
的
果
効
、
有
共
と
携
連
の
報

理
管
康
健
、
供

患
、
防
予
病
慣
習
活
生
た
じ
通
を

化
正
適
費
療
医
と
減
軽
の
担
負
者

力
争
競
際
国
、
し
と
能
可
を
ど
な

と
る
す
現
実
を
策
政
療
医
る
あ
の

、
身
自
私、
た
ま
。
る
い
て
し
信
確

者
患
と
場
現
療
医
、
て
し
と
師
医

え
支
を
り
が
な
つ
的
神
精
の
ん
さ

。
る
い
て
し
待
期
と
の
も
る

た
る
す
現
実
を
活
生
民
国
な
か
豊

ス
シ
報
情
祉
福
療
医
健
保
、
の
め

全
安
・
質
品
、
上
向
術
技
の
ム
テ

目
を
ど
な
進
推
化
準
標
、
保
確
性

約
業
企
Ｔ
Ｉ
年
４
９
９
１
、
に
的

４
３
は
在
現
。
立
設
で
社
０
７
１

法
団
社
般
一
年
昨
、
え
増
に
社
７が

98

算
電
ト
プ
セ
レ
た
し
達
に
％

え
支
を
Ｒ
Ｈ
Ｅ
、
ム
テ
ス
シ
理
処

。
る
い
て
し　

か
ん
さ
者
患
が
隊
急
救
。
る
あ
で

ア
、
ち
う
の
報
情
き
べ
す
取
聴
ら

情
の
ら
れ
こ
。
る
あ
が
ど
な
歴
病

、
速
迅
ら
か
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
報

か
、
し
に
う
よ
る
れ
ら
得
に
確
的

搬
の
へ
院
病
る
い
の
医
け
つ
り
か

を
備
準
れ
入
け
受
の
側
院
病
や
送

な
報
情
人
個
。
る
す
く
す
や
え
整

シ
る
す
送
搬
に
院
病
な
適
最
、
し

。
る
あ
で
ム
テ
ス　

進
在
現
が
の
た
し
化
進
が
れ
こ

（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
の
中
行

G
l
o
b
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Tr
a
n
s
p
o
r
t
 
Sy
s
t
e
m

大
阜
岐
。）

総
、
し
携
連
が
学
産
に
心
中
を
学

、
が
る
い
で
ん
進
が
化
準
標
は
ム

標
「
ら
か
れ
こ
は
域
領
携
連
域
地

ル
ヘ
。
く
い
て
し
発
開
を
」
類
準

Ｍ
Ｒ
Ｅ
は
化
Ｔ
Ｉ
の
野
分
ア
ケ
ス

（Electronic Medical Record）

（Ｒ
Ｈ
Ｐ、
Ｒ
Ｈ
Ｅ
ら
か

Pe
r
s
o
n
a
l
 

H
e
a
l
t
h
 
R
e
c
o
r
d

し
展
発
と
へ
）

。
う
ろ
だ
く
い
て　

島
中

　

は
本
日

65

人
の
上
以
歳

が
口

22

ツ
ト
ン
ダ
も
で
界
世
と
％

産
生
働
労
。
会
社
齢
高
子
少
超
の

す
右
左
を
力
国
う
い
と
下
低
の
性

直
に
題
問
る

か
な
る
す
面

Ｒ
Ｈ
Ｅ
、
で

産
生
働
労
は

と
持
維
の
性

と
こ
る
す
応
対
に
避
回
機
危
療
医

専
病
尿
糖
。
だ
割
役
な
的
質
本
が

Ｈ
Ｅ
、
と
る
見
ら
か
場
立
の
医
門

、
理
管
・
防
予
の
病
慣
習
活
生
は
Ｒ

含
を
ル
タ
ン
メ
、
携
連
護
介
療
医

支
て
育
子
に
ら
さ
、
健
保
業
産
む

働
労
で
と
こ
る
す
善
改
を
ど
な
援

。
る
す
献
貢
に
持
維
の
性
産
生

。
る
い
て
れ
表
が
果
効
ど
な　

で
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
は
で
県
阜
岐

11

地
の
り
な
か
、
び
結
を
院
病
の

急
救
は
で
県
阜
岐
い
多
の
部
間
山

を
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
た
ま
。
る
い
て

介
急
緊
、
く
な
で
け
だ
療
医
急
救

今
。
る
い
て
し
用
応
も
に
援
支
護

を
設
施
護
介
３
、
院
病
１
は
度
年

す
有
共
を
報
情
者
護
介
要
、
び
結

送
搬
急
緊
や
所
入
急
緊
で
と
こ
る

よ
る
き
で
応
対
に
正
適
、
速
迅
に

す
大
拡
は
れ
こ
。
る
い
て
し
に
う

。
る
あ
で
定
予
る　

と
業
事
の
国
は
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｇ

策
政
た
け
向
に
来
将
、
し
携
連
も

こ
る
す
化
業
事
行
先
で
県
阜
岐
を

を
査
主
が
私
。
る
い
て
え
考
を
と

療
医
・
部
本
略
戦
Ｔ
Ｉ
る
い
て
し

構
の
ど
な
」
携
連
療
医
域
地
な
ス

、
で
と
こ
く
い
て
し
携
連
も
と
想

。
る
い
て
え
考
と
い
た
り
な
に
け　

し
用
利
が
民
国
は
に
め
た
の
そ

院
病
（
常
日
非
と
常
日
、
く
す
や

る
い
て
し
携
連
が
報
情
の
）
ど
な

ラ
フ
ン
イ
会
社
。
だ
切
大
が
と
こ

上
の
Ｒ
Ｈ
Ｅ
る
す
在
存
て
し
と

私
・
的
公
な
的
力
魅
で
様
多
、
に

。
る
あ
が
要
必
く
い
て　

ム
テ
ス
シ
く
い
て
し
続
永
後
今

ス
リ
う
伴
に
有
共
報
情
、
で
の
な

・
者
齢
高
、
号
番
障
保
会
社
、
や
ク

と
度
制
人
見
後
の
ら
者
患
症
知
認

き
べ
く
い
て
し
計
設
し
論
議
に
分

計
設
の
会
社
・
療
医
の
来
将
。
だ

う
担
を
割
役
る
す
出
産
が
Ｒ
Ｈ
Ｅ

。
る
あ
も
性
能
可　

原
　

学
医
学
大
川
香
と
県
川
香

、
０
０
１
内
県
は
会
師
医
川
香、
部

外
県

12

域
地
ぶ
結
を
関
機
療
医
の

Ｋ
（
ク

｜

し
築
構
を
」）
Ｘ
Ｉ
Ｍ

し
献
貢
に
及
普
の
ど
な
ム
テ
ス
シ

。
た
き
て　

つ
か
要
重
最
を
Ｒ
Ｈ
Ｅ
は
後
今

医
域
地
、
え
ら
と
と
題
課
の
急
緊

置
位
と
盤
基
る
す
進
推
を
携
連
療

は
ず
ま
。
く
い
て
し
力
注
て
け
づ

り
取
に
化
準
標
の
Ｔ
Ｉ
る
す
用
活

テ
ス
シ
報
情
内
院
病
に
既
。
む
組

へ
現
実
」
院
病
Ｙ
Ｍ
も
で
こ
ど
「

岐阜大学大学院医学系研
究科救急・災害医学教授

小倉真治氏

総務省総務大臣政務官

森田　高氏

療
医
い
し
新
る
す
に
能
可
が
Ｒ
Ｈ
Ｅ
版
本
日

X

論
討
ル
ネ
パ

X

Ｔ
Ｃ
Ｉ
る
す
援
支
を
療
医
の
め
た
の
民
市

X

演
講
調
基

X

X

拶
挨
者
催
開

X

築
構
ム
テ
ス
シ
携
連
報
情
療
医
急
救

に
ル
デ
モ
生
再
療
医
、
行
先
で
阜
岐

保健医療福祉情報システム工業会　日本医療情報ネットワーク協会 広　　告

　急速な高齢化とそれに伴う医療費の増大、医師不足

による地域医療の危機——。多くの課題に囲まれる日本

の医療にとって、質の高い効率的な医療サービスの実現

こそが現状打開の鍵である。そこで日本経済新聞社と総

務省は、ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による高度医療

社会の実現をテーマに、２回にわたりシンポジウムを開催

した。第１回は日本版ＥＨＲ（電子健康記録）が実現す

る新しい医療システムについて、現状の取り組みや今後

の課題について専門家が議論した。

第1回　日本版ＥＨＲが可能にする新しい医療

田中氏（司会）

み
組
り
取
の
状
現

力
尽
に
化
準
標
の
ム
テ
ス
シ

　

氏
田
富

献
貢
に
持
維
の
性
産
生
働
労

　

氏
島
中
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中
田

　

。
は
題
課
の
現
実
Ｒ
Ｈ
Ｅ

　

倉
小

　

課
の
大
最
が
か
く
い
て
し
続
継
て

診
が
ト
ス
コ
グ
ン
ニ
ン
ラ
。
だ
題

な
に
う
よ
る
れ
ら
得
ら
か
酬
報
療

ム
テ
ス
シ
は
に

用
運
互
相
の
間

せ
か
欠
が
性
換

で
こ
そ
。
い
な

た
い
に
小
中
ら
か
手
大
、
り
作
を

つ
持
を
識
認
通
共
が
業
企
員
会
る

。
る
い
て
し
に
う
よ　

島
中

　

領
な
う
よ
の
患
疾
性
慢

　

中
田

　

を
像
来
未
な
う
よ
の
ど

。
か
る
い
て
い
描　

倉
小

　

れ
こ
は
で
療
医
の
本
日

の
院
病
は
報
情
の
ん
さ
者
患
で
ま

で
の
も
る
せ
見
に
者
患
は
今
、
が

が
命
革
識
意
な
き
大
う
い
と
る
あ

は
に
報
情
た
ま
。
る
あ
つ
つ
き
起

く
い
て
め
進
を
業
事
が
か
く
い
て

診
健
ボ
タ
メ
。
る
な
に
要
重
で
上

は
野
分
た
き
で
が
度
制
な
う
よ
の

分
い
な
が
れ
そ
、
が
い
す
や
り
回

の
く
多
。
る
い
て
し
労
苦
は
で
野

予
の
め
た
の
そ
、
が
る
い
て
し
に

の
社
自
、
や
院
病
い
く
に
出
が
算

る
す
と
う
よ
見
を
け
だ
ム
テ
ス
シ

シ
な
的
遍
普
の
向
方
双
は
Ｒ
Ｈ
Ｐ

へ
こ
そ
、
で
き
べ
る
あ
で
ム
テ
ス

。
い
な
せ
か
欠
が
援
支
と
解
理
の

が
私
、
も
て
い
つ
に
化
準
標
た
ま

対
に
の
る
な
に
上
以
０
０
６
が
目

は
で
病
尿
糖
、
し

10

と
度
程
目
項

メ
ラ
パ
に
と
ご
科
療
診
、
り
な
異　

本
山

　

の
民
国
る
た
わ
に
涯
生

を
用
活
、
積
蓄
の
報
情
療
医
康
健

康
健
が
々
人
、
が
る
い
て
し
指
目

は
の
つ
持
を
心
関
に

45

え
超
を
歳

意
が
報
情
た
し
積
蓄
。
り
た
あ
た

る
か
掛
か
年
何
に
で
ま
つ
持
を
味

め
た
を
報
情
で
点
時
の
そ
、
め
た

早
も
刻
一
。
い
遅
は
で
の
た
め
始

整
を
Ｄ
Ｉ
通
共
の
野
分
療
医
健
保

服
、
箋
方
処
や
断
診
康
健
、
し
備

き
で
納
格
を
報
情
の
ど
な
導
指
薬

あ
が
要
必
る
す
備
整
を
制
体
る

す
理
管
が
民
国
は
報
情
の
そ
。
る

。
だ
本
基
が
と
こ
る

に
心
中
を
ク

年
０
２
０
２
「

る
い
て
い
描

利
て
し
心
安
に
全
安
が
民
国
、
が

い
て
し
献
貢
に
会
社
し
供
提
を

イ
ザ
デ
ド
ン
ラ
グ
の
Ｒ
Ｈ
Ｅ
。
く

、
１
こ
こ
で
上
く
い
て
い
描
を
ン

。
う
ろ
だ
る
な
に
場
念
正
が
年
２　

島
中

　

つ
立
役
に
来
将
の
本
日

ム
テ
ス
シ
い
す
や
い
使
、
が
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第1回　日本版ＥＨＲが可能にする新しい医療


